
16： 遺伝性疾患 （免疫不全・代謝異常・造血不全など） 
 

1. WG メンバーリスト 

氏名 所属 診療科 

責任者 

森尾 友宏 
国立大学法人東京医科歯科大学医学部附属病院 小児科 

足立 壮一 京都大学医学研究科 人間健康科学系専攻 

加藤 剛二 中部さい帯血バンク  

加藤 俊一 東海大学医学部付属病院 小児科・細胞移植再生医療科 

中沢 洋三 信州大学医学部附属病院 小児科 

堀越 泰雄 地方独立行政法人 静岡県立病院機構 静岡県立こども病

院 

血液腫瘍科 

矢部 普正 東海大学医学部付属病院 小児科・細胞移植再生医療科 

矢部 みはる 東海大学医学部付属病院 小児科・細胞移植再生医療科 

吉田 奈央 名古屋第一赤十字病院 小児医療センター血液腫瘍科 

高倉 広充 東海大学医学部付属八王子病院 小児科 

梅田 雄嗣 京都大学大学院医学研究科 発達小児科学 

今井 耕輔 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 
茨城県小児・周産期地域医療学

講座 

井口 晶裕 北海道大学病院 小児科 

柳町 昌克 国立大学法人東京医科歯科大学医学部附属病院 小児科 

石丸 紗恵 国立がん研究センター 中央病院 小児腫瘍科(造血幹細胞移植科) 

大曽根 眞也 京都府立医科大学附属病院 小児科 

高田 英俊 筑波大学医学医療系 小児科 

川島 希 名古屋大学医学部附属病院 小児科 

笹原 洋二 東北大学病院 小児科・小児腫瘍科 

田村 志宣 和歌山県立医科大学附属病院 血液内科 

山森 彩子 名古屋大学医学部附属病院 小児科 

宮本 智史 国立大学法人東京医科歯科大学医学部附属病院 小児科 

 

2. 会議開催記録（2018年 1月-12月） 

日時 場所 会議内容 

7月 15日 名古屋第一赤十字病院 1) 遺伝子変異の入力フォーム、感染症の入力フォーム（合併症 WG と合

同）のフォーマット変更について確認が行われた。 

2) 投稿中、投稿準備中の論文についての確認が行われた。 

3) 以下の新規検討課題の進捗状況について討議が行われた。 

・梅田先生（京都大学）：16-21 遺伝性疾患に対する同種造血細胞移植

において GVHDが治療成績に与える影響 の予備解析結果 

・宮本先生（東京医科歯科大）：16-22 本邦における原発性免疫不全症患

者に対する造血細胞移植成績の解析  

4）今後の論文化の期限についての縛りについて、WG としての対応、確認

方法について討議が行われた。 



 

3. メーリングリストによる意見交換 （メーリングリスト開設から 2018年 12月末時点まで） 

（   392   ）回  

 

4. WGの今後の活動方針・抱負など 

1. 個別の疾患や大きな括りの疾患群に対する解析は順調にとりまとめられている。 

2．今後は、他の WG と連動した横断的な検討もさらに重要となってくると思われる。 

3．特に遺伝的背景を元に発症する血液疾患については、他領域との連携の中で、重要な課題が生まれてくるもの

と思われる。 

4．以前の代謝性疾患のデータベースとの連結については、共に貴重なデータであり、今後も継続した課題としてい

きたい。 

5．日本免疫不全・自己炎症学会が管理データベース（PIDJ）やその他の疾患ゲノムデータベースとの連結につい

ては、今後も継続した検討が必要である。 

 

5）特殊領域であり知識経験が豊富な PI を選出していく仕組みについて討

議が行われた。 

6）キメリズム（経時的）データの入力について、必要事項として再度検討

する必要性が提言された。 


